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脳とこころの研究センター長

উ  ɹ խ ԝ
（東海国立大学機構名古屋大学大学院医学系研究科

神経内科学／臨床研究教育学）

2024年度も名古屋大学脳とこころの研究センターの活動にご協力を頂き、まことにありが
とうございました。本年度もセンター内外の多くの先生方に支えられ、つつがなく1年間運営
を行うことができました。ご支援とご指導に深く御礼申し上げます。
当研究センターは平成25年12月に学内共同教育研究施設として本学に設置され、今年度で

12年目に入りました。この間、初代の祖父江センター長、続く長縄センター長、尾崎センター
長のリーダーシップのもと、地域に根差した学際コンソーシアム型研究体制を構築し、脳科学
研究を推進してまいりました。
本年度も、昨年度に引き続き大幸キャンパスに設置された M R I（構造解析および f M R I ）や

M E G を活用した認知、心理などに関する様々な研究が行われ、精神・神経疾患の病態メカニ
ズム解明や意思決定に関わる様々な知見が得られました。他研究機関・企業との連携も活発に
行われ、とくに東海国立大学機構統合糖鎖研究拠点（i G C O R E ）との共同研究では、当センター
健常コホートのサンプルを用いて、血液中糖鎖構造の性差・加齢に関する解析を進めることが
できました。本解析は世界的にも先行研究が乏しく、国際的インパクトの高い成果が得られる
と期待されます。
研究者間の交流に関しては、本年度もシンポジウム、拡大ワークショップ、連携会議を通じ
てセンターや連携施設の研究者の成果を共有するととともに、センターのデータやサンプルを
活用した共同研究について議論を深めました。拡大ワークショップは藤田医科大学の先生方に
ご尽力いただいて開催しました。シンポジウムでは本センターの運営に長年貢献された飯高哲
也先生と脳波ネットワーク研究の第一人者である北城圭一先生（生理学研究所）にご講演いた
だきました。また、新規脳画像研究プロジェクト“ N e u r o m ap -P H ”を立ち上げたフィリピンの
研究チームの視察を受け入れ、大幸・鶴舞の両キャンパスで施設見学と意見交換を行い、研究
責任者 D r . J acq u e li ne  D o m i ng u e z（S t . L u ke ’s  M e d i cal C e nt e r ）と研究者チーム（ U ni v e r s i t y  o f  t h e  

P h i li p p i ne s ,  D i li m an cam p u s ）にご講演いただきました。さらに、本年度も元センター長である
若林俊彦先生（ナゴヤガーデンクリニック院長）のご厚意により、同クリニックが入居してい
るイオンモール N ag o y a N o r i t ake  G ar d e nにおいて市民公開講座を開催することができました。
来年度も共同機器利用、コホートの維持・充実、研究者連携、アウトリーチを通じて、脳科
学分野に大きく貢献する研究成果を発信していきたいと考えています。引き続きご支援、ご指
導のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

1.  脳とこころの研究センター長　挨拶
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2024年度は新型コロナウイルス感染症が蔓延する以前の対面形式に戻して、研究活動並び
にシンポジウム等の行事を遂行した。シンポジウムについては鶴友会館にて対面式で開催し、
生理学研究所北城先生及び本学飯高先生に講演を賜った。またフラッシュトーク型の進捗報
告もあった。多くの参加者が参集し、活発な議論が繰り広げられ、会終了後の情報交換会に
おいても盛況であった。市民公開講座については、前年度に引き続きイオンモール N ag o y a 
N o r i t ake  G ar d e nで開催し、多くの一般市民にご参加いただけた。毎年恒例の拡大ワークショッ
プについては、今年度は藤田医科大学の主催で執り行われた。国際連携として、フィリピンの
脳画像研究の一団が名古屋大学に来られ、大幸・鶴舞の各キャンパスの M R I 施設等を見学す
るとともに、大学院特論の開催並びに研究者間交流を行なった。今年度の研究活動について
は、以下のとおりである。

1．脳とこころの研究センターが果たすべきミッション
脳とこころの研究センターは、2013年に発足した名古屋大学の一部局であり、その設置目
的は、「名大の独自性、先端設備、人材、実績を活かした共同利用による脳疾患発症機序解
明に根ざす克服研究」である。具体的に一点目は認知症、自閉スペクトラム症、統合失調症
など精神・神経疾患の病態解明と創薬開発、二点目は、発達・加齢・疾患の鍵、神経回路解
明、高度回路解析、改変技術革新であり、ヒトから線虫まで一気通貫でマクロ・ミクロ回路
病態解析と回路改変を介した治療技術開発を目指している。三点目は i G C O R E など学内の他
部局との連携により、脳機能病態関連分子を探索し、分子生物学的技法を開発することであ
る。具体的な資源について、本センターの中核となる研究用の M R I 、 M E G を大幸キャンパ
スに有し、これらの機器を用いて撮影した画像、認知機能、血漿、ゲノムを約1000名の大規
模健常者コホートとして構築し保有している。また、異分野融合型で様々な講座、診療科に
属する高度な技術を有する研究者が集結し、次世代人材育成を進めながらミッションを達成
するため、センターの維持と発展を目指して活動に邁進している。

2．研究活動の進捗
2.1　健常者コホートの維持と活用

•1000例規模の健常ゲノム、剖検脳データの整備。
•経時的脳画像データバンクの更新と解析。
•血漿・ D N A のサンプル整理を進め、2024年11月には在庫管理の最適化を完了。

2.2　血液検体の活用：バイオマーカー測定

•アルツハイマー病（ A D ）のバイオマーカー研究を進展。
• p -T au 181、G F A P を含む C o m p o s i t e  B i o m ar ke r を測定。
　健常群（N C ）と C o g ni t i v e  R e s e r v e 群（C R ）の比較解析。
• C O V I D -19後遺症研究を推進し、藤田医科大学と共同でサイトカインデータを解析中。

2.  脳とこころの研究センター活動報告
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2.3　iGCOREとの共同研究

•保存血漿を用いた糖鎖構造の解析を実施。
•20-39歳、40-59歳、60歳以上の3つの年代群で性差・加齢による変化を検討。
　 P r e -cli ni cal A D 症例（212例）からのデータ解析を進行中。
•高感度 E L I S A （S i m o a）の導入を2024年7月より開始。

2.4　脳磁計（MEG）研究活動

•慢性疼痛患者の病態解明（ A M E D -C R E S T 事業）
•フレイル治療に向けた脳機能測定（ M O O N S H O T 事業）
•非接触常温脳高感度磁気センサの開発（A -S T E P 事業）
•言語による視覚聴覚情報理解の研究（延世大学大学院との共同研究）

3．シンポジウム、ワークショップ、アウトリーチ活動
•シンポジウム（2025年1月29日・鶴友会館）
•連携会議（2025年1月22日・オンライン）
•拡大ワークショップ（2025年3月15日・藤田医科大学）
•市民公開講座（2024年10月13日、イオン N ag o y a N o r i t ake  G ar d e n）
• 国際連携活動：フィリピンの視察訪問団（2024年11月27日）N e u r o m ap - P H プロジェクトの
立ち上げ（ S t . L u ke ’s  M e d i cal C e nt e r 、U ni v e r s i t y  o f  t h e  P h i li p p i ne s との協力）

4．今後の展望
2024年度の研究では、 M R I 既存データの新規解析、神経障害性疼痛に関連する神経ネット
ワーク解析、片頭痛診断の M R I デジタルバイオマーカー開発を進める。さらに、精神疾患患
者のコホートデータを活用し、新たなバイオマーカーの探索を進める。

また、血液検体の統合解析を強化し、疾患発症のリスク予測に資するバイオマーカーの同
定を目指す。2025年度に向け、 A I ・ビッグデータ解析を活用した疾患予測モデルの構築も視
野に入れている。

本センターは、今後も精神・神経疾患の克服を目指し、研究を推進していく。

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
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20242024ফ২20242024ফ২ফ২
研究活ਾઔ

勝野 雅央
名古屋大学脳とこころの研究センター

名古屋大学脳とこころの研究センター

ম७ンターのミッシঙン

⋇ ಖ神神経ႈ೩قੳੴඪ、ঽ൷スঌクトছඪ、ଁ合ଷ
৹ඪなどكの病態解と創ఇ開発

⋈ 発・ਸೡ・ႈ೩のჶ  神経回路解、ৈ২回路解析・改
変技術革新

⋉ ౼機ચ病態ঢ়連分子ർด、分子生物学的技১開発

• ଞ1,000人コート
• 神経変ਙႈ೩1,500人コート
• ಖ神ႈ೩7,500人コート
• ਓഎ1,600人コートಉ

৯的؟થਯの大ૠெコートを活かした病態・オミックス・ミクロ・マクロ౼機ચ回路解析ਤ
੦ೕୢ؟学௺研究ఐ、୭ୢ学研究ਚ、創ఇఐ学研究ఐ、౼とऒऒौの研究७ンターಉ

৯的؟౼ੲਾ研究解析技術を用ःたৈ২神経回路解析उेल新ૠ回
路改変治療技術開発              ੦ೕୢ؟学௺研究ఐ、୭ୢ学研究
ਚ、ઇ育発ఐ学研究ఐ、౼とऒऒौの研究७ンターಉ

৯的؟世ੀ最先端技術を用ःた一気通貫型の病態ঢ়連分子ർด、分子合成、創
ఇ研究षのன開
੦ೕୢ؟学௺研究ఐ、iGCORE、৶学研究ఐ、୭ୢ学研究ਚ、創ఇఐ学研究
ఐ、ੲਾ学研究ఐಉ

大ૠெ౼機ચ൸・।ノ・オミックスコート得
意
領
域
融
合
次
世
代
型
拠
点
形
成

スーパーコンピューター、次世代シーケンサー
AI、機械学習を駆使してビックデータ解析

名大の強みと多様な連携が生む独創的研究と次世代人材育成

最先端神経回路改変可視化技術活用/開発/融合
核酸・タンパク質、iPSCなどの解析・合成技術

共同利用リソースを活かす・革新する

ヒトから線虫まで一気通貫でマクロ・ミクロ回路病態解析と
回路改変を介した治療技術開発

次世代ナノバイオ分子物質合成技術など

回路改変を介した治療技術開発回路改変を介した治療技術開発

౼機ચ病態ঢ়連分子ർด、分子生物学的技১開発

回路改変を介した治療技術開発回路改変を介した治療技術開発回路改変を介した治療技術開発回路改変を介した治療技術開発回路改変を介した治療技術開発
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PET、MRI、౼の機ஓ、解析シスॸ

౮分融合型で研究がૐまढてउॉ、多એ的प解析লਟる

ଞと౼とऒऒौのႈ೩のデータঋース

ঔデঝ物、।ノ、分子、ミクロ
神経回路解析の੦ম技術

ビッॢデータ・AI解析の技術:AI-MAILs・CIBoGと連携

।ノ、バイオリソース、ਂଈ化ཝ、iPSC
のリソースがॎढてःるكႈ೩、ଞق

1000ૠெଞ।ノ ღਫ਼౼データ

MRI MEG PET౼

Aging Dysfunction Prodromal Dementia

経ৎ的౼൸データバンク

神経回路解・改変開発ঘॽット
౼機ચ・病態分子ർด技術改変ঘॽット

神経回路解・改変開発ঘॽット

౼機ચ・病態分子ർด技術改変ঘॽット ௧ભઇ৩௧ભઇ৩4௧ભઇ৩4名、ැભઇ৩44名、ැભઇ৩名、ැભઇ৩12 名、ැભઇ৩12 12 名、ইख़ロー12 名、ইख़ロー名、ইख़ロー12名、ইख़ロー1212名、技ప12名、技ప名、技ప1名、技ప 名1名名

研究開発৬

• 大মક௵ଲఇ
• ૱িఇષੵ
• 大ౖଲఇ
• িఈਕഇଲఇ
• 大ਫଲఇ
• ग़ー२イ
• トচタঽ
• デンソー
• サスওॻ
• REPROCELL
• NEC
• ইज़ーॿスছイই
• SONY など

౼とऒऒौの連携ইज़ーছ (হਜଂ: ౼とऒऒौの研究७ンター)など

• শํୢ療研究७ンター
• 生৶学研究ਚ
• ಯળて॒か॒७ンター
• ఎੴୢ療療育合७ンター
• ଣೝ線ୢ学合研究ਚ
• ূୢ学合研究ਚ
• ৶研CBS

• 名ଽોয়大学
• ఎੴୢఐ大学
• ઢিୢఐ大学
• 名ଗ大学
• র大学
• ଘૈୢఐ大学
• ௹িরఙ研究ਚ
• ূਨওデॕढ़ঝওफ़バ
ンクなど

্ঽ治৬

ਗ௬৩ভ

৶学研究ఐॽューロサイग़
ンス研究७ンター

৶৩ভ

౼とऒऒौの研究७ンター
౼とऒऒौの研究७ンター

७ンターশ

হਜ

ઈ৩ভ

ਅറভ৮

研究ढ़ইख़

• উロ४ख़クトと७ンターとの連携
研究・ଁ合研究ਤ

• ७ンターのઈ੍ରਜ
• 研究開発・੦ೕତपउऐる
研究੍ର

ଁ合研究ਤ

共通੦ೕコートデータଵ৶、機ஓの৳
ஹ・ଵ৶、॔ッউデート、新しः൸১
の開発

੦ೕତ

創ఇ、౼機ચ解・改ఒ、コート成
ਤ、コンソーシ॔成ਤ、ੴଃਅ
റ

研究開発

৶学研究ఐॽューロサイग़

ୢ療೨データଁ合研
究ઇ育拠点

ୢ学ဟര病ୢ学௺研究ఐ ୢ学৳学ఐ ಖ神神経௺ ಏ෫ౠ

ੲਾ学研究ఐ

୭ୢ学研究ਚ

創ఇఐ学研究ఐ

研究ਚ・大学との共同
ਗৱস

・
・
・
・
・

ႈ೩ওढ़ (AMED)
GAPFREE(AMED)
革新౼ (AMED)
オミックス (AMED)
コート (AMED)
ಉ

੫連携

ୢ療೨データଁ合研ୢ療೨データଁ合研

ઇ育発ఐ学研究ఐ
ੱの発੍ର研究ৰᄷ७

ンター

ఎੴ・名ଽો

Karolinska Institute,
NYU Medical Center,
University of Melbourne,
Austin Hospital,
University of Gachon,
Mayo Clinic,
Michigan State University,
University of Florida,
NINDS, NIMH, NIH,
Mount Sinai Univ., Johns 
Hopkins Univ., Adelaide Univ. 
など

iGCORE

७ンターのઈ

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
令和6年度活動報告書
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ଞコートのと活用

ଞコートઽૐੋみྸਫ਼৬ਯ
ك।ノDNAٔഷัق ଞコートফೡ分ഘ

20ୃ代

11%

30ୃ代

8%

40ୃ代

10%

50ୃ代

15%60ୃ代

24%

70ୃ代

29%

80ୃ代

3%

ഷ᪺・DNAのサンউঝତ৶とಛଵ৶

ছック
ँ

ছック
इ

ছック
ऌ

ছック
ऒ

ছック
す

ع10001
10103

ع10313
10419

ع10651
10862

ع20274
20455

ع30183
30238

ছック
ः

ছック
उ

ছック
ऎ

ছック
औ

ع10104
10210

ع10420
10531

ع20003
20134

ع20456
30014

ছック
च

ع30239
30309ছック

अ
ছック
か

ছック
ऐ

ছック
し

ع10211
10312

ع10532
10650

ع20135
20273

ع30015
30180

ছॵॡ
ँ %R[⋛ %R[⋜ %R[�⋝ Box IV

1৯ 100011001110022 …
DNA/P 6/ڮ 2/7 6/ڮ …

2 100021001210023 …
2/7 2/8 6/ڮ …

3 100031001310024 …
2/5 2/5 6/ڮ …

4 100041001410025 …
2/5 2/8 6/ڮ …

5 100051001510026 …
2/5 2/5 6/ڮ …

6 100061001610027 …
2/7 2/6 2/7 …

7 100071001710028 …
2/7 2/7 2/5 …

8 100081001810029 …
2/7 2/8 2/8 …

9 100091002010030 …
6/ڮ 7/ڮ 2/5 …

10 100101002110031 …
2/7 2/6 2/7 …

ইリー२ーのছックの
ଦ઼マッউをଲ

ックスのサンউঝIDと
サンউঝਯを੶ஈ

IDದपサンউঝをଦ઼ఌइ

2024ফ11াपサンউঝତ৶
とਫ਼৬ਯの੶ஈをവ

サンউঝピック॔ッউप
ਏするৎがಢೠ

2024ফ২

DNA ഷ᪺

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
令和6年度活動報告書
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ഷัਫ਼৬の活用؟ഷัバイオマーढ़ー
MRI൸データੳੴ機ચデータ ।ノ・ഷ᪺

A C E - R スコ॔の分ഘ( ੂ回ਟਚ)

共同研究でのഷัਫ਼৬の活用
・উঞクリॽढ़ঝ॔ঝॶঁイマー病研究
・ႇำ研究
・COVID-19ඪ研究

ಖ神ႈ೩೩؟COVID-
19ඪがँるණ

ଞコート؟৸
ফೡಽをිၨした
ଞサイトढ़イン෯
২のデータઽૐ(ઢ
িୢఐ大学ผઢ研で
ੋみ、解析রك

ઢিୢఐ大学の共同研究؟

ಖ神ႈ೩೩؟COVID-
19ඪがなःණ

名古屋大学ؚবয়ಖઋઋ৽セン
ターؚবয়বୢセンターऩन
৸বऊैਫ਼৬؞ಏ෫ॹータ॑ઽૐ

ඪのఏとなるഷর
サイトढ़インを同 ૻຎ

するサイトढ़イ
ンのଓ؟C C L 11,  I L -
12/ 23p 40,  I L - 8,  I F N - β,  
I L - 6,  I L - 1β,  T N F - α,  I L -
10,  I F N - γ,  I P -
10, A C E 2,  . . .

౼神経ఐ
iGCORE
ಖ神ఐ

؟ iGCOREとの連携
বয়শํୢ療研究७ンターとの共同研究؟

ੂ回同意ৎফೡ60ୃਰ
3回ਰコートपਸ

৳ோഷ᪺を用ःたഷัバイオマーढ़ーのとMRI౼神経ఐ

ৌ 212:
॔ঝॶঁイマー病のバイオマーढ़ーを

大ૠெॿットডークの機ચ的合変化をਫ਼ୈর
AD MCI, CR, NCをૻຎ ੳੴ機ચਫଞ

टが$̣

ੳੴ機ચਫଞ
かण$̣ਫଞ

“CR”
Cognitive Reserve

“NC”
Normal Cognition

FWEc p<0.05

R

 $̣�����  NfL
2024ফमComposite biomarkerपਸइてਰৣをٮ

 p-Tau181  GFAP

Co
m

po
si

te
 b

io
m

ar
ke

r

p-Tau181

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
令和6年度活動報告書
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ঞビー৵৬ঁイリスクコート研究౼神経ఐ

N=52
N=163 N=152

N=56

N=574

N=331 N=447

ᄨ༒૩ ᚃಁ૩



೨൧のਭ൧
Prodromalඪ૾の॔ンケート

൧ਭ൧の 7٫ が
2णਰのवो૾をથする

(=ঁイリスク)

ঁイリスク
ႈ೩્౮的൸解析

॔ンケート഻ਙの 1/3 で
೩と同ग൸౮ଞ

ঁイリスク
ഷัバイオマーढ़ー

Hiraga et al. NPJ Parkinsons Dis. 2024;10(1):135

ঁイリスクのഷ᪺で
ॽューロইॕছওントৈக

ඪ Visit 1 ऊैਸのඪ(657 ඪ)ऊै
  20-39 ୃ ੬7ङण
  40-59 ୃ ੬7ङण
  60ୃਰ ੬7ङण
  ়ੑ42ඪ
 *60ୃਰのඪपणःथमPre-clinical AD॥ーॺ
ऊैྴলك212ඪ ق

ഥਮ6ফ২ Pilot研究

BaselineৎقVisit1ৎكഷ᪺ 0.5 mL

ႇำଡୗのਙ୷؞ਸೡपेॊ৲のറ॑ᇘि

iGCORE
ળਣ先生
௳੪先生

ഷัਫ਼৬の活用؟iGCOREとの連携

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
令和6年度活動報告書
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Results BMRC Pilot 2023 

ഷ᪺ॢছॖ॥উটॸड़ॡ५

ႇタンঃॡସ X
ك31のႇঌউॳॻੑ়ق

ႇঌউॳॻ8 ႇঌউॳॻ9 ႇঌউॳॻ25

iGCORE
ળਣ先生
௳੪先生

ৈ২ELISA Simoaのো
iGCOREとの共同利用
3ಀை9మ908ಀपਝ઼
2024ফ7াेॉ利用可ચ
৺のઈ用が開औोましたٮ

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
令和6年度活動報告書
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MRIใோデータの新ૠ研究षの活用
MRI൸データ 神経૩ਙ倻൱पঢ়連する神経ॿットডーク解析と治療ટ

౼神経ਗఐ学
ர੩先生、ম先生

ൺ୍൱൧のMRIデ४タঝバイオ マーढ़ーをৄলす

脳磁計施設の主な利用
1）慢性疼痛患者の病態解明（AMED-CREST 事業・名古屋大学の
手外科学）

2）フレイル治療に向けた内在的能力賦活化に関する脳機能測定
（MOONSHOT 事業・名古屋大学・平田仁）

3）非接触常温脳高感度磁気センサの開発（A-STEP 事業・名古屋
大学・工学部）

4）異言語による視覚聴覚情報理解に関する脳機能研究（延世大学
大学院との共同研究）

など

BMRC ౼ੑ研究
ᝢႤ先生 2024 ফ২ ౼ੑ 研究活・成ટのਏ

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
令和6年度活動報告書
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॔क़トリーॳ活؟ড়ਁ開ౠ
كイオンNagoya Noritake Gardenٯ10া13ق

ইॕリピンからの視௰ਖ੮ 11া27
T I M E A C T I V I T Y
09: 30 –  12: 00 V i s i t  B M R C  i n  D a i k o  c a m p u s

- C o u r t e s y  c a l l  w i t h  D e a n  o f  S c h o o l  o f  
H e a l t h  S c i e n c e s

- L a b  t o u r  ( M R I  s u i t e ,  M E G )
- O p e n  d i s c u s s i o n  w i t h  D a i k o  B M R C  

r e s e a r c h e r s
12: 00 –  12: 30 M o v e  t o  B M R C  T s u r u m a i  c a m p u s
12: 30 –  13: 30 L u n c h  w i t h  P r o f  K a t s u n o  a n d  o t h e r s
13: 30 –  16: 00 L a b  t o u r  ( B M R C  T s u r u m a i ,  D e p t  o f  

N e u r o l o g y )
16: 00 –  17: 30 S p e c i a l  S e m i n a r

T i t l e :  I N D A K :  D a n c e  f o r  y o u r  b r a i n
S p e a k e r s :  D r .  J a c q u e l i n e  D o m i n g u e z ,  
N e u r o m a p - P H  T e a m

17: 30 –  18: 00 O p e n  d i s c u s s i o n  w i t h  T s u r u m a i  B M R C  
r e s e a r c h e r s

18: 00 -  
o n w a r d s

D i n n e r

新ૠ౼൸研究উロ४ख़クトnNeuromap-PH”
য়ठऑのたीの視ॳー

研究ிભDr. Jacqueline Dominguez (IURP�6W��/XNHbV�
Medical Centerكと研究قfrom the University of the 

Philippines, Diliman campusكととुप

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
令和6年度活動報告書
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ق大学્11كা27ๅय़কンパスভ৮ڮ

BrainConnects2024

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
令和6年度活動報告書
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ഥਮ6ফ২シンএ४क़

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
令和6年度活動報告書



3.  研究成果

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
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（A p -A n r at i o ,  A p ;  acce le r at i o n p o s i t i v e ,  A n;  acce r e lat i o n 
ne g at i v e ）を閉眼安静時脳活動の機能的パラメータと
して病態の分析に用いた（図1および図2左）。

慢性疼痛患者における安静時脳波解析

1分間に生じるアルファ波増減の包絡線加速度より
算出した A p - A n r at i o は1.1～1.4の範囲に分布し、
全電極（19電極）での平均値は自覚的疼痛の v i s u al 
analo g u e  s cale と有意に相関した（図2右）。本手法
を用いた脳磁図解析により脳領域ごとの興奮・抑
制特性についても解析し報告予定である。 A p -A n 
r at i o は周波数と振幅とは異なった機能を含む脳機能
関連成分と考え、解析を進めている。

論文発表
1.  S ano  M ,  I w at s u ki  K ,  H i r at a H ,  H o s h i y am a M . I m b alance  i n 

p o s i t i v e  and  ne g at i v e  acce le r at i o n r at i o  o f  alp h a o s ci llat i o n i n 
p at i e nt s  w i t h  co m p le x  r e g i o nal p ai n s y nd r o m e . H e li y o n. 2024 
A u g  22; 10（17）: e 36463. d o i :  10.1016/ j .h e li y o n.2024.e 36463.

2.  S ano  M ,  N i s h i u r a Y ,  M o r i kaw a I ,  H o s h i no  A ,  U e m u r a J I ,  
I w at s u ki  K ,  H i r at a H ,  H o s h i y am a M . A naly s i s  o f  t h e  alp h a 
act i v i t y  e nv e lo p e  i n e le ct r o e nce p h alo g r ap h y  i n r e lat i o n t o  t h e  
r at i o  o f  e x ci t at o r y  t o  i nh i b i t o r y  ne u r al act i v i t y . P L o S  O ne . 2024 
J u n 13; 19（6）: e 0305082. d o i :  10.1371/ j o u r nal.p o ne .0305082.

 寳珠山　稔 
Minoru Hoshiyama
名古屋大学大学院医学系研究科
総合保健学専攻
予防・リハビリテーション科学
教授

 岩月　克之 
Katsuyuki Iwatsuki
名古屋大学大学院医学系研究科
機能構築医学　手の外科
講師

 平田　　仁 
Hitoshi Hirata
名古屋大学大学院医学系研究科
個別化医療技術開発講座
手の外科
特任教授

本研究グループでは、慢性疼痛や感覚運動障害を有
する患者の脳活動に関する病態や、疼痛が多種の神
経機能へ与える影響を脳活動の視点から明らかにす
ることを主な研究テーマとして研究を継続してい
る。2024年度には安静時脳活動の解析手法として
大脳皮質の興奮・抑制バランスに関連する脳波・脳
磁図成分を抽出し、成果を報告した。

皮質興奮・抑制バランス（E-I balance）に着目
した安静時脳神経活動解析

脳波や脳磁図によって記録される脳神経活動を説明
する有力な数理モデルのひとつにne u r al m as s  m o d e l
が提案されている。非線形振動子の特性を基に集団
としての神経活動を説明するモデルであり、モデル
式の二次微分項は脳活動の抑制あるいは興奮因子に
関連する報告がなされている。脳波や脳磁図によっ
て記録される脳活動の分析は、振幅や周波数あるい
は位相に基づく解析が基本であり、二次微分（加速
度）に関する分析はほとんどなされてこなかった。脳
活動を周波数フィルタにより分離する際には、フー
リエ変換等の処理により原波形は正弦波に近似され
た波となることから波の加速度成分の生物学的情報
が乏しくなることなどが理由として考えられる。一
方、安静閉眼時に生じる主たる皮質神経活動であ
るアルファ波は、8～13H z の波の振動に加えその
振幅が数百ミリ～数秒の時間で漸減漸増を繰り返
す。このアルファ波の振幅変動には周波数フィルタ
処理後にも生物学的情報が含まれていると考え、振
幅変動を包絡線として描きその加速度を計算した。
本研究では一定時間に生じる正・負の加速度比率

慢性疼痛を有する病態における大脳活動の検出

図1．�脳波解析の概要。皮質各領域はネットワーク構成成分とし
て皮質下や他の皮質からの調節による興奮・抑制バランス
を保っている（左上）。振動子モデル（右下）の二次微分項に
関連する脳波成分としてアルファ波の漸増・漸減にかかる
加速度成と脳機能との関係に着目した（右上）。

図2．�1分間の閉眼安静時脳波から周波数フィルタによりアルファ
波を抽出し（左A）、その整流波形の包絡線を描き（B）、一
次（C）および二次微分（D）を得た。1分間に生じる正・負
の二次微分値の比をAp-An�ratioとした。電極平均のAp-
An�ratioは自覚的疼痛（Pain�VAS）に相関した。

脳疾患克服に向けた次世代創薬開発のためのコホート・コンソーシアム型研究拠点形成 　脳とこころの研究センター
令和6年度活動報告書
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血管形状画像の位置ずれが4D flow MR血流動態解析に及ぼす
影響についての検討

D I C O M 形式の画像データとして出力するコードを
開発した。血流動態解析のための実験では、模擬血
管ファントムとして、アクリル樹脂製の直管と3D
プリンタで作製した模擬頸動脈の2種類を使用し、
これらに、模擬血液を定常流および、拍動流で流し
て撮像を行った。そして、位置ずれ補正前後の血管
形状画像と位相画像を、血流動態解析ソフトウエア
iTflow 2（株式会社カーディオフローデザイン）に入
力して計算を行い、解析値のうち、血管壁剪断応力
（w all s h e ar  s t r e s s ：W S S ）、流速ベクトル、および、
流量を用いて解析を行った。
結果として、複数回の撮像において、3D  T O F  M R A
画像と4D flow MR画像の位置ずれは、撮像の時期
や順番に依存せず、撮像のたびに異なった位置ずれ
方向、位置ずれ量を示した。位置ずれの原因は、現
在のところ明確にはわかっていないが、傾斜磁場コ
イルの温度上昇や残存磁場により、静磁場強度が不
均一になるためではないかと考えられる。位置ずれ
がランダムに発生するのも、この仮説から説明でき
ると思われる。血流動態解析における W S S 、およ
び、流速ベクトルの評価において、位置ずれ補正前
では、血管壁の一方に偏りが認められたが、補正後
では改善が認められた（図）。改善は、2つの模擬血
管ファントムについて、定常流、拍動流とも一貫し
て認められた。一方、流量の解析結果では、直管
ファントムの定常流および拍動流、模擬頸動脈ファ
ントムの拍動流について、補正前後で大きな違いが
見られなかった。流量は、任意に設定した1断面の
流速ベクトルの平均値から求められるため、今回の
位置ずれの程度では、補正前後に大きな違いが現れ
なかったものと考えられた。

4D flow magnetic resonance（4D flow MR）撮像は、
ヒトの血流動態を解析する方法の一つである。3D  
t i m e  o f  f li g h t  m ag ne t i c r e s o nance  ang i o g r ap h y（3D  
T O F  M R A ）画像から作成された血管形状と、この
4D flow MR撮像で取得した流速情報を持つ3方向
の位相画像を組み合わせて専用のソフトウエアで解
析することで、血流動態に関するさまざまな解析値
を算出することができる。しかし、場合によって、
連続して撮像された3D  T O F  M R A 画像と4D flow 
M R 画像が、 3次元空間上において位置ずれやひねり
（回転）を起こし、最終的な解析値の精度に影響を及
ぼす可能性があるという問題が指摘されている。本
研究の目的は、2種類の画像の位置ずれがどのよう
に起こるかを明らかにすることと、血流動態解析の
際、この位置ずれが解析値にどのように影響を及ぼ
し、これを補正することで解析値が改善されるかを
明らかにすることである。
位置ずれ評価用ファントムは3D プリンタで作製
し、M R 装置 V e r i o  3T（S I E M E N S ）を用いて撮像を
行い、3D  T O F  M R A 画像、および、4D flow MR画
像を取得した。画像間の位置ずれ量は、画像処理ソ
フト I T K -S N A P  4.2により計測し、位置ずれの方向
や量について検討を行った。次に、プログラミング
言語 P y t h o nにより、検出した位置ずれ量を補正し

 岸本　修明 
Masaki Kishimoto
名古屋大学大学院医学系研究科
総合保健学専攻　医療技術科学コース
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Shuji Koyama
名古屋大学　脳とこころの研究センター
大学院医学系研究科　総合保健学専攻
バイオメディカルイメージング情報科学　
准教授

図．位置ずれ補正量（右上枠内）と補正前後の血流動態解析結果
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Atsushi Fukuyama
日本医療大学
保健医療学部　診療放射線学科
教授
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Neural correlates associated with navigation dysfunction during 
virtual navigation task: An fMRI study

M i no r u  H o s h i y am a,  H ar u o  I s o d a
D e p ar t m e nt  o f  I nt e g r at e d  H e alt h  S ci e nce s
N ag o y a U ni v e r s i t y  G r ad u at e  S ch o o l o f  M e d i ci ne

R e i ko  O h d ake ,  H i r o h i s a W at anab e
D e p ar t m e nt  o f  N e u r o lo g y ,  F u j i t a H e alt h  U ni v e r s i t y  S ch o o l o f  
M e d i ci ne

A ki h i ko  T akas h i m a
D e p ar t m e nt  o f  L i f e  S ci e nce ,  F acu lt y  o f  S ci e nce ,  G aku s h u i n 
U ni v e r s i t y
 

S t u d i e s  h av e  s h o w n t h at  b r ai n r e g i o ns  i nv o lv e d  i n t h e  
e ar ly  s t ag e s  o f  A lz h e i m e r ’ s  d i s e as e  (A D ),  s u ch  as  t h e  
e nt o r h i nal co r t e x  (E C ) and  t h e  r e t r o s p l e ni al co r t e x  
(R S C ),  ar e  als o  co r e  r e g i o ns  f o r  s p at i al nav i g at i o n. 
F o r  i ns t ance ,  E C  co nt ai ns  g r i d  ce lls  and  i s  as s o ci at e d  
w i t h  p at h  i nt e g r at i o n,  w h e r e as  R S C  i s  as s o ci at e d  w i t h  
b o t h  e g o ce nt r i c and  allo ce nt r i c nav i g at i o n s t r at e g i e s . 
G i v e n t h i s  r e lat i o ns h i p ,  t h e r e  i s  a g r o w i ng  i nt e r e s t  i n 
u s i ng  nav i g at i o n d y s f u nct i o n as  an e ar ly  b i o m ar ke r  f o r  
A D . I n t h i s  s t u d y ,  w e  u s e d  f u nct i o nal M R I  (f M R I ) t o  
identify the different regions associated with impaired 
nav i g at i o n ab i li t y . 
W e  r e cr u i t e d  31 p ar t i ci p ant s  and  clas s i f i e d  t h e m  as  
g o o d  (n = 18) o r  p o o r  (n = 13) nav i g at o r s  b as e d  o n 
t h e i r  p at h  i nt e g r at i o n ab i li t y ,  m e as u r e d  b y  an e r r o r  
d i s t ance  m e t r i c e s t i m at e d  u s i ng  a 3D  v i r t u al r e ali t y  
nav i g at i o n t as k p e r f o r m e d  o u t s i d e  t h e  s canne r . T h e  
t as k f M R I  u s e d  a b lo ck d e s i g n co ns i s t i ng  o f  a v i d e o  
i n s t r u c t i o n b l o ck,  f o ll o w e d  b y  a s e l f -nav i g a t i o n 
b lo ck,  and  a r e s t  b lo ck,  r e p e at e d  5 t i m e s . I n t h e  v i d e o  
i ns t r u ct i o n b lo cks ,  p ar t i ci p ant s  w e r e  p r e s e nt e d  w i t h  a 
first-p e r s o n p e r s p e ct i v e  v i d e o  s h o w i ng  a p r e -specified 
r o u t e  i n a v i r t u al t o w n t h at  t h e y  h ad  t o  nav i g at e  d u r i ng  
t h e  s e l f -nav i g a t i o n b l o cks . W e  als o  u s e d  r e s t i n g -
s t at e  f M R I  t o  e x am i ne  co nne ct i v i t y  ch ang e s  i n p o o r  
nav i g at o r s  u s i ng  a ne t w o r k m e t r i c calle d  f u nct i o nal 
co nne ct i v i t y  o v e r lap  r at i o  (F C O R ),  w h i ch  q u ant i f i e s  
v o x e l-t o -ne t w o r k co nne ct i o ns . 

O u r  r e s u lt s  s h o w e d  t h at  co m p ar e d  t o  g o o d  nav i g at o r s ,  
p o o r  na v i g a t o r s  h a d  l o w e r  ac t i v a t i o n i n r e g i o n s  
as s o c i at e d  w i t h  t h e  d e f a u l t  m o d e  ne t w o r k (D M N ) 
i ncl u d i n g  t h e  l e f t  R S C ,  b i la t e r al p r e c u n e u s ,  and  
b i lat e r al ang u lar  g y r u s ,  am o ng  o t h e r s  (F i g u r e  1A ). T h e  
m e an R S C  act i v at i o n w as  als o  ne g at i v e ly  co r r e lat e d  
(r  = -0.72,  p  = 4.6x 10-6) w i t h  t h e  m e an e r r o r  d i s t ance  
(F i g u r e  1B ). F C O R  analy s i s  f u r t h e r  r e v e al e d  t h a t  
t h e  R S C  i s  a h u b  r e g i o n co nne ct e d  w i t h  t h e  p r i m ar y  
p r o ce s s i ng  ne t w o r ks  (s e ns o r i m o t o r  and  v i s u al) and  
t h e  D M N . A d d i t i o nally ,  t h e  le f t  h i p p o cam p u s  and  t h e  
r i g h t  m i d d le  f r o nt al g y r u s  e x h i b i t e d  m o r e  w i d e s p r e ad  
co nne ct i o ns  w i t h  t h e  D M N  and  t h e  l e f t  e x e c u t i v e  
co nt r o l ne t w o r k,  r e s p e ct i v e ly ,  i n t h e  p o o r  nav i g at o r  
g r o u p . 
T ak e n t o g e t h e r ,  o u r  f i n d i n g s  s u g g e s t  t h a t  p o o r  
nav i g a t i o n p e r f o r m ance  i s  a s s o c i a t e d  w i t h  l o w e r  
act i v at i o n i n co r t i cal r e g i o ns  i nv o lv e d  i n v i s u al and  
visuospatial processing during navigation. Specifically, 
t h e  r e d u ce d  act i v at i o n o f  t h e  R S C ,  a co nne ct o r  h u b  
r e g i o n ,  m a y  h a v e  c o nt r i b u t e d  t o  t h e  r e d u c t i o n i n 
nav i g at i o n ab i li t y ,  w h i ch  r e q u i r e s  t h e  i nt e g r at i o n o f  
s p at i al i nf o r m at i o n f r o m  m u lt i p le  s e ns o r y  m o d ali t i e s . 
T h e  i n v o l v e m e n t  o f  t h e  D M N  and  i t s  a s s o c i a t e d  
r e g i o n s  f u r t h e r  s u g g e s t s  a p o t e n t i al l i nk b e t w e e n 
nav i g at i o n d y s f u nct i o n and  A D . 

Related Presentations
1.  E . B a g a r i na o ,  e t  al. ,  I m p a i r e d  p a t h  i n t e g r a t i o n a b i l i t y  

co r r e lat e s  w i t h  r e d u ce d  act i v at i o n o f  t h e  r e t r o s p le ni al co r t e x  
d u r i ng  v i r t u al nav i g at i o n t as k,  N e u r o s ci e nce  2024,  C h i cag o ,  
I ll,  U S A ,  O ct o b e r  5 - 9,  2024 

2.  E . B ag ar i nao ,  e t  al.,  P o o r  nav i g at i o n p e r f o r m ance  co r r e lat e s  
w i t h  lo w e r  act i v at i o n o f  t h e  r e t r o s p le ni al co r t e x :  A  f u nct i o nal 
M R I  s t u d y ,  47t h  A nnu al M e e t i ng  o f  t h e  J ap an N e u r o s ci e nce  
S o ci e t y ,  F u ku o ka,  J ap an,  J u ly  24 - 27,  2024
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Epifanio Bagarinao
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Figure�1．�A）Regions�showing�significantly� lower�activation�
in�poor�navigators�compared�to�good�navigators.�
B）Correlation�between�the�mean�error�distance�
and�the�mean�activation�of�the�retrosplenial�cortex.
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Rett症候群における脳萎縮と、脳体積と臨床的重症度スコアの相関

 夏目　　淳 
Jun Natsume
名古屋大学大学院医学系研究科
障害児（者）医療学寄附講座
教授

レット症候群（R T T ）は、X 染色体上の M E C P 2遺伝
子変異による神経発達障害で、主に女児に発症す
る。生後6～18カ月は正常に発達するが、その後、
発達の退行や多様な神経学的症状が現れる。小頭症
を呈することが知られているが、小児の脳構造変化
に関する詳細な報告は少なく、臨床症状との関連も
十分に解明されていない。本研究では、頭部 M R I の
3D T 1強調画像を解析し、R T T 患者の脳構造異常と臨
床症状との関係を明らかにすることを目的とした。
対象は R T T の女児20例、対照群は年齢を一致さ
せた健常女児25例とした。臨床症状の評価には
C li ni cal S e v e r i t y  S co r e（C S S ）を用いた。画像解析に
は F r e e S u r f e r  7を使用し、大脳皮質、白質、小脳な
どの体積を算出した。皮質構造の区画は D e s i kan-
K i lli any アトラスを用いた。
解析の結果、R T T 群は全ての脳領域で対照群と比較
して有意な体積低下を示し、この変化は年齢に依存
しなかった。特に、左中心前回、右外後頭回、左楔
前部、左下頭頂小葉、右眼窩前頭皮質で顕著な体積
低下が見られた（図1）。また、C S S と右側頭葉、左
大脳白質、左小脳白質、左被殻、左海馬、右扁桃体
の体積との間に有意な負の相関が確認された（図2）。
本研究により、R T T における特徴的な脳体積の低下
領域が明らかになり、脳体積と臨床的重症度の関連
が示された。特に、運動機能や視覚認識に関連する
領域での体積低下が顕著であり、これが R T T の症状
と関連すると考えられる。また、脳体積と C S S の有
意な相関は、脳体積測定が R T T の神経学的評価のバ
イオマーカーとして有用である可能性を示唆する。
本研究の結果は、R T T の病態理解を深めるととも
に、将来的な診断・治療法の発展に貢献することが
期待される。
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図1．レット症候群患者における皮質体積の有意差の分布

図2．臨床的重症度スコアと脳体積の相関関係
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 田岡　俊昭 
Toshiaki Taoka
名古屋大学大学院医学系研究科
革新的生体可視化技術開発産学協同
研究講座　特任教授
脳とこころの研究センターフェロー

従来、中枢神経組織にはリンパ 系が存在しないと
考えられていた。2012年に Iliffらにより脳内のリ
ンパ系ともいえる老廃物排泄系としてグリア細胞
および間質腔、脳脊髄液・脳間質液の関与を示す
G ly m p h at i cシステム仮説が提唱された。
G ly m p h at i cシステムの評価には様々な手法が提
唱されている。我々は、ガドリニウム造影剤をト
レーサーとして、その静注後数時間での強 T 2強調
F L A I R による評価を行っているが、最近では老廃
物排泄の経路としての上矢状洞周囲の構造に注目し
ている。造影強 T 2強調 F L A I R と脳槽画像の組み合
わせによる観察では、上矢状洞周辺の嚢胞構造が見
られるが、これらの囊胞が静脈周囲の軟膜下層を通
して間質液と関連していることを示唆する形態学的
特徴についての報告を行っている 1）。また、この造
影強 T 2強調 F L A I R では S 状静脈洞後壁に髄膜リン
パ管と思われる構造が描出できる。この構造の描出
の時間経過は、基底核部の血管周囲腔のそれと相関
することから、これらの構造は共通して頭蓋からの
造影剤のクリアランスと関連していることが示唆さ
れた 2）。ガドリニウム造影剤は脳内のみでなく、眼
球においても興味深い知見を示している。我々は強

T 2強調 F L A I R 画像を用いて、正常の眼球でも造影
剤投与後に網膜周辺で主に鋸状縁の下側にガドリニ
ウムの漏出がある事を見いだし、この漏出の程度が
年齢に依存することを報告した 3）。
G ly m p h at i cシステムあるいは間質液動態の評価手法
として、我々は M R I の拡散画像を用いた評価も行っ
ている。血管周囲腔方向の相対的な拡散能を評価す
る事によって、間質液動態の評価を目指すdiffusion 
t e ns o r  i m ag e  analy s i s  alo ng  t h e  p e r i v as cu lar  s p ace
（D T I - A L P S ）という手法を提案しており、数多くの
追試を得ている。我々は精神科との共同研究で、レ
ンボレキサントによる睡眠改善が D T I -A L P S 等で
観測される脳間質液動態に与える影響を評価した。
D T I -A L P S 、 K t r ans 、C P V を用い、睡眠指標との関
連を解析。 A L P S - i nd e x は入眠潜時と逆相関、総睡
眠時間や睡眠効率と正相関し、初期の睡眠状態が変
化に影響することを示した 4）。

主要論文
1.  N ag anaw a S ,  I t o  R ,  T ao ka T ,  Y o s h i d a T ,  S o ne  M . P ar as ag i t t al 

C y s t i c L e s i o ns  M ay  A r i s e  f r o m  t h e  P i al S h e at h  ar o u nd  t h e  
C o r t i cal V e no u s  W all. M ag n R e s o n M e d  S ci . 2023;  22（1）:  
143-6.

2.  N ag anaw a S ,  I t o  R ,  K aw am u r a M ,  T ao ka T ,  Y o s h i d a T ,  S o ne  
M . A s s o ci at i o n b e t w e e n t h e  P u t at i v e  M e ni ng e al L y m p h at i cs  
at  t h e  P o s t e r i o r  W all o f  t h e  S i g m o i d  S i nu s  and  D e lay e d  
C o nt r as t -ag e nt  E li m i nat i o n f r o m  t h e  C e r e b r o s p i nal F lu i d . 
M ag n R e s o n M e d  S ci . 2024;  23（1）:  80-91.

3.  N ag anaw a S ,  I t o  R ,  K a w am u r a M ,  T a o ka T ,  Y o s h i d a T ,  
S o n e  M . P e r i p h e r al R e t i nal L e akag e  a f t e r  I n t r a v e n o u s  
A d m i n i s t r a t i o n o f  a G ad o l i ni u m - b a s e d  C o n t r a s t  A g e n t :  
A g e  D e p e nd e nce ,  T e m p o r al and  I nf e r i o r  P r e d o m i nance  and  
P o t e nt i al I m p l i cat i o ns  f o r  E y e  H o m e o s t as i s . M ag n R e s o n 
M e d  S ci . 2023;  22（1）:  45-55.

4.  T ao ka T ,  I w am o t o  K ,  M i y at a S ,  I t o  R ,  N akam i ch i  R ,  N akane  
T ,  e t  al. M R  I m ag i ng  I nd i ce s  f o r  B r ai n I nt e r s t i t i al F l u i d  
D y nam i cs  and  t h e  E f f e ct s  o f  O r e x i n A nt ag o ni s t s  o n S le e p . 
M ag n R e s o n M e d  S ci . 2025.

MRIによる頭蓋内間質液・脳脊髄液動態の解明
 長縄　慎二 

Shinji Naganawa
名古屋大学大学院医学系研究科
量子医学講座
教授
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 森　　大輔 
Daisuke Mori
名古屋大学
脳とこころの研究センター
精神医学　特任准教授

Ⅰ．健常者コホートゲノム・血しょう整備基盤

脳とこころの研究センターでは、加齢に伴う脳の
構造、機能、神経回路の変化に影響を及ぼす環境
要因や遺伝因子を明らかにするために、健常者ボラ
ンティアから、脳画像およびゲノム D N A 、血しょ
うの収集を平成26年7月より開始した。被験者1名
につき血しょうを4m l（0.5m l x 8本）および血球細胞
由来ゲノム D N A 溶液2本の計10本を保管し、のべ
1600名分の検体を収集した。
今年度糖鎖生命コア研究所に血漿検体を提供し、解
析が始まっている。

Ⅱ． 患者ゲノム解析を起点とした精神疾患の分
子病態の解明

精神医学分野では、自閉スペクトラム症（A S D ）と
統合失調症（S C Z ）の臨床的課題を克服することを
目標として、患者ゲノム解析起点とした病態解析を
行なっている。
3q 29欠失は現在知られている統合失調症の最もエ
フェクトサイズが最も大きい変異である。この変異
を有する患者から樹立した i P S 細胞の解析と並行し

て森は3q 29欠失を模したモデルマウスの表現型解
析、機能解析を東京大学饗場グループ、名古屋大学
医療薬学山田グループと共同で行っている。継時的
な活動量と体温の変動について調べたところ、3q 29
欠失モデルマウスは野生型マウスと比較して、点灯
から消灯の切り替えにより鋭敏に反応して活動量
及び体温の上昇を認めるという特徴を得て、論文
化した（M o r i  e t  al.,  T r ans l P s y ch i at r y ,  2024）。さらに
P C D H 15欠失マウスにおいては、モデルマウス脳の
c-f o s マッピングを行なった。c-f o s は神経活動性の
指標ともなるマーカーである。変異マウスが脳の時
刻依存的にどの領域で野生型よりも上がっているか
下がっているかを検討し、論文化した（ M o r i  e t  al.,  
T r ans l P s y ch i at r y ,  2024）。そのほか作製したモデル
マウスの解析においても進行中である。

主要論文
1.   M o r i ,  D ,  I nam i  C ,  I ke d a R ,  S aw ah at a M ,  U r at a S ,  Y am ag u ch i  

ST et al. Mice with deficiency in Pcdh15, a gene associated 
with bipolar disorders, exhibit significantly elevated diurnal 
am p l i t u d e s  o f  l o co m o t i o n and  b o d y  t e m p e r a t u r e . Transl 

Psychiatry 2024;  14:  216.
2.  M o r i ,  D ,  I ke d a R ,  S aw ah at a M ,  Y am ag u ch i  S ,  K o d am a A ,  

H i r ao  T  e t  al. P h e no t y p e s  f o r  g e ne r al b e h av i o r ,  act i v i t y ,  
and  b o d y  t e m p e r at u r e  i n 3q 29 d e le t i o n m o d e l m i ce . Transl 

Psychiatry 2024;  14:  138.
3.  H ay as h i ,  Y ,  O ku m u r a H ,  A r i o ka Y ,  K u s h i m a I ,  M o r i  D ,  L o  T  e t  

al. A naly s i s  o f  h u m an ne u r o nal ce lls  car r y i ng  A S T N 2 d e le t i o n 
as s o ci at e d  w i t h  p s y ch i at r i c d i s o r d e r s . Transl Psychiatry 2024;  
14:  236.

精神疾患モデル生物の開発から新規診断法および治療法の
開発を目指して

M o r i  e t  al.,  T r ans l P s y ch i at r y  2024

M i ce  w i t h  P C D H 15 g e ne  m u t at i o ns  i d e nt i f i e d  
i n b i p o lar  d i s o r d e r  p at i e nt s  s h o w  s i g ni f i cant  
h y p e r act i v i t y .

W h o le -b r ai n c-F o s m ap p i ng :  I ncr e as e d  c-F o s
e x p r e s s i o n acr o s s  w i d e  b r ai n r e g i o ns  d u r i ng  p e ak 
act i v i t y  (1 h o u r  af t e r  li g h t s -o u t ),  i nd i cat i ng  
h e i g h t e ne d  ne u r o nal act i v i t y .

C o nv e r s e ly ,  r e d u ce d  c-F o s e x p r e s s i o n d u r i ng  r e s t  
p e r i o d s ,  i nd i cat i ng  d e cr e as e d  ne u r o nal act i v i t y .

Figure. Analysis of PCDH15-deficient mouse
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 齋藤　竜太 
Ryuta Saito
名古屋大学大学院医学系研究科
脳神経外科
教授

近年、本態性振戦（E T ）は運動症状だけでなく認知
機能障害をきたす可能性があるとされているが、そ
の病態は不明である。今回、高齢本態性振戦（ E T ）
患者に対して高次脳機能評価を行ったところ、健常
者と比較して流暢性や記憶における障害が認められ
た。また機能的 M R I 検査における安静時ネットワー
クの検討では、E T 患者では健常者と比べて言語性

ネットワーク内に機能的結合性（ F C ）の上昇が認め
られる領域が確認された。言語性ネットワーク内の
F C の上昇は M C I  d u e  t o  A lz h e i m e r ' s  d i s e as e（A D ）に
おいても報告されており、認知機能障害の初期段階
における代償性変化と考えられている。さらに、デ
フォルトモードネットワークにおいても両疾患で同
様の特徴が指摘されている。E T の病態である小脳
視床皮質回路の異常だけでは記憶の障害は説明でき
ず、安静時ネットワークにおける変化の類似性をふ
まえると、E T 患者における認知機能障害は A D と
の関連性が示唆された。

主要論文
H as h i d a M ,  M ae s aw a S ,  M i z u no  S ,  K at o  S ,  I t o  Y ,  M u t o h  M ,  
S u z u ki  T ,  I s h i z aki  T ,  T ane i  T ,  T s u b o i  T ,  S u z u ki  M ,  N akat s u b o  
D ,  T s u g aw a T ,  B ag ar i nao  E ,  W akab ay as h i  T ,  K at s u no  M ,  S ai t o  
R .,  E v alu at i o n o f  m i ld  co g ni t i v e  i m p ai r m e nt  i n o ld e r  p at i e nt s  
w i t h  e s s e nt i al t r e m o r . P ar ki ns o ni s m  R e lat  D i s o r d . 2024 D e c 
9; 131: 107228. d o i :  10.1016/ j .p ar kr e ld i s .2024.107228. O nli ne  
ah e ad  o f  p r i nt .

高齢の本態性振戦患者における軽度認知障害の評価
 石﨑　友崇 

Tomotaka Ishizaki
名古屋大学医学部附属病院
脳神経外科
病院助教
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 小倉　　礼 
Aya Ogura
名古屋大学
脳とこころの研究センター
助教

 勝野　雅央 
Masahisa Katsuno
名古屋大学大学院医学研究科
神経内科学
教授

今年度は、アルツハイマー型認知症（A D ）の新規抗
体治療薬であるドナネマブが認可され、当院でも
レカネマブとドナネマブの2剤が投与可能な体制が
整った。新規抗体治療薬は A D の原因タンパクのひ
とつであるアミロイドβ（Aβ）を除去する作用があ
り、これまで対症療法のみであった認知症診療に大
きな変革をもたらすことが期待されている。Aβは
通常の臨床では脳脊髄液や P E T を用いて測定される
が、侵襲性が低く簡便な方法として血液を用いた測
定が注目されている。我々は健常コホート研究で収
集した血漿サンプルを用いて、Aβを含めた A D の
バイオマーカーを測定している。これまでの検討
で、60歳以上の対象者の約18％においてAβが蓄積
しながらも認知機能が保たれている可能性が示さ

れ、A D のプレクリニカル期や認知予備能と関連す
る結果であると考えている。今年度は T au 、G F A P 、
N f L といった他の血液バイオマーカーの結果も踏ま
え、プレクリニカル期もしくは認知予備能を有す
る群における安静時脳機能ネットワークの特徴につ
いて独立成分分析（ I C A ）及び f u nct i o nal co nne ct i v i t y  
o v e r lap  r at i o（F C O R ）を用いての検討を行っている。
また、血漿サンプルでバイオマーカー測定を行った
被検者の経時的な M R I 画像データを用いて安静時
脳機能ネットワークの縦断解析も検討中である。
疾患コホートでは、多系統萎縮症（ M S A ）とパーキ
ンソン病（ P D ）における黒質線条体病変の違いに
ついて、D A T  S P E C T と M R I の T 1構造画像を用い
て検討した。D A T  S P E C T の S B R 値は M S A と比べ
て P D において有意に低下しており、尾状核よりも
被殻の変化が顕著であった。一方、 M S A では被殻
において S B R 値と脳容積の間に有意な相関を認め
たが、 P D では相関は示されなかった。この違いは
M S A と P D における D A T の取り込み低下のメカニ
ズムの違いを反映していると考えられ、M S A にお
いて黒質と線条体が並行して変性することに関連す
る可能性を報告した。

主要論文
H at anaka M ,  H ar a K ,  O h b a C ,  e t  al. C o m b i ne d  q u ant i t at i v e  
analy s i s  o f  t h e  ni g r o - s t r i at a s y s t e m  i n m u lt i p le  s y s t e m  at r o p h y  
and  P ar ki ns o n' s  d i s e as e . J Neurol Sci. 2025;  468:  123331.

血液バイオマーカーを用いた認知症プレクリニカル期の検討
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図2．加齢により有意に変動する糖ペプチドの同定

 坂元　一真 
Kazuma Sakamoto
愛知県医療療育総合センター
発達障害研究所　部長
名古屋大学糖鎖生命コア研究所
客員教授

その他の研究者：
佐藤ちひろ、古川潤一、中嶋和紀、阿部雄一、
M at e j  N e m ci c、門松健治
 

東海国立大学機構・糖鎖生命コア研究所では、令和
4年度より文部科学省大規模学術フロンティア促進
事業「ヒューマングライコームプロジェクト（H u m an 
G ly co m e  A t las  P r o j e ct、H G A ）」を始動させている。
H G A では「「糖鎖」の情報を読み解き、生命を理解す
る」ことを目標に、まず日本人2万検体の血中糖鎖
プロファイリングを行い、特定の生命現象や疾患の
理解や克服に寄与しようというものである。脳とこ
ころの研究センターからはプロジェクト期間中に約
1000検体の血漿試料を分譲予定で、特に加齢・老化
と糖鎖との関連を明らかにする計画である。
令和5年度はパイロット研究として、20歳以上の各
年代から取集した男女42症例の血漿サンプルを用い
て血漿糖鎖解析（グライコミクス・グライコプロテオ
ミクス）を行い、糖鎖構造の性差および加齢による変
化を検討した。主成分分析では血漿糖ペプチドの発
現量における明確な性差は検出されなかった（図1）。

一方、加齢により有意に変化する糖ペプチド（ペプチ
ド断片に糖鎖が共有結合したもの）を多数同定した。
例えば、糖タンパク質 X からは合計31個の糖ペプチ
ドを同定したが、このうち3つの糖ペプチドのみが年
齢と正の相関を示した（図2）。このような糖ペプチド
は老化のよいバイオマーカーとなる可能性がある。
パイロット研究に引き続き、令和5年度はさらに602
検体の受領も完了している。パイロット研究と併せ
て、糖鎖の個人差・性差および加齢による変化を検
討していく予定である。

主要論文
T h e  H u m an G ly co m e  A t las  p r o j e ct  f o r  cat alo g i ng  all g ly can-
r e lat e d  o m i cs  d at a i n h u m an. A o ki -K i no s h i t a K F ,  A ku ne - T ay lo r  
Y ,  A nd o  H ,  A ng at a K ,  F u j i t a M ,  F u r u kaw a J I ,  K aj i  H ,  K at o  
K ,  K i t aj i m a K ,  K i z u ka Y ,  M at s u i  Y ,  N akaj i m a K ,  N i s h i h ar a 
S ,  O kaj i m a T ,  S akam o t o  K ,  S at o  C ,  T h ay s e n- A nd e r s e n M ,  
T o g ay ach i  A ,  Y ag i  H ,  Z ap p a A ,  K ad o m at s u  K . G ly co b i o lo g y . 
2024 S e p  30;  34（11）:  cw ae 052.

脳とこころの研究センター試料を用いた血中糖鎖プロファイリング
 岡島　徹也 

Tetsuya Okajima
名古屋大学糖鎖生命コア研究所
教授
名古屋大学大学院医学系研究科
教授

図1．主成分分析
血漿由来糖ペプチドの発現レベルには明確な性差は検出されなかった。
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 秋間　　広 
Hiroshi Akima
名古屋大学
総合保健体育科学センター
教育発達科学研究科
教授

その他の研究者：
田中憲子（名古屋大学）、小池晃彦（名古屋大学）
 

加齢に伴い、骨格筋の質の低下（筋内脂肪の増加）
が引き起こされる。筋内脂肪は、骨格筋内に霜降り
状に蓄積する脂肪を指し、運動機能の低下や代謝性
疾患リスクと関連することが報告されている。した
がって、筋内脂肪の蓄積に関連する因子を明らかに
することで骨格筋の質の低下などの抑制が可能とな
ることが考えられる。しかしながら、先行研究にお
いて筋内脂肪は、運動機能、血液性状、および身体
活動量との関係は報告されているものの、栄養素摂
取状況との関係は不明な点が多い。そこで、本研究
では、若齢者と高齢者における筋内脂肪蓄積度と栄
養素摂取状況との関係を明らかにすることを目的と

した。
対象は、若齢女性23 名（19.9 ± 1.6 歳）、高齢女性25 
名（72.4 ± 3.2 歳）とした。磁気共鳴画像法（M R I ）に
おける T w o -P o i nt  D i x o n法を用いて体幹部（第3腰椎
レベル）および大腿部（大腿長50%）の筋内脂肪の蓄
積度を評価した。質問紙にて、栄養素摂取状況を評
価した。
筋内脂肪蓄積度は両部位ともに、若齢女性と比較し
て高齢女性において有意に高値を示した（P  < 0.01）。
筋内脂肪蓄積度と栄養素摂取状況との関係を検討し
た結果、若齢女性では、大腿部の筋内脂肪蓄積度と
脂質エネルギー比率との間に有意な正の相関関係が
（r s  = 0.458,  P  = 0.028）、炭水化物エネルギー比率との
間に有意な負の相関関係が認められた（r s  = -0.473,  P  
= 0.023）。一方、高齢女性では、体幹部の筋内脂肪
蓄積度とタンパク質エネルギー比率との間に有意な
負の相関関係が認められた（r s  = -0.410,  P  = 0.042）。
本研究の結果より、筋内脂肪蓄積度と栄養素摂取状
況との間に有意な関係性が認められたが、一方、年
代の違いにより関係性に違いがあることも明らかと
なった。

学会発表
1.  北川芙南，三戸詠里加，小池晃彦，秋間広，田中憲子．
若齢および高齢女性における体幹部筋内脂肪蓄積度に関連
する因子の検討．第32回日本運動生理学会大会，2024年

2.  北川芙南，三戸詠里加，小池晃彦，秋間広，田中憲子．
若齢および高齢女性における体幹部筋内脂肪蓄積度と食
行動および栄養素摂取状況との関連．第71回日本栄養改
善学会大会，2024年（若手学会最優秀発表賞（学生・実務
者部門／示説））

3.  三戸詠里加，北川芙南，小池晃彦，田中憲子，秋間広．
筋組織横断面積および筋内脂肪率と植物性タンパク質摂
取状況との関係．第78回日本体力医学会大会，2024年

筋内脂肪蓄積度と栄養素摂取状況との関係

 三戸　詠里加 
Erika Sando
名古屋大学
教育発達科学研究科
教育科学専攻

 北川　芙南 
Funa Kitagawa
名古屋大学
教育発達科学研究科
教育科学専攻

表1．若齢女性および高齢女性における筋内脂肪蓄積度と栄養素摂取状況との関係

  筋内脂肪蓄積度 (%) 
 若齢女性 (n = 23)  高齢女性 (n = 25)  

 体幹部 大腿部 体幹部 大腿部 
エネルギー摂取量 (kcal)  0.870 0.220 -0.124 -0.136 
エネルギー比率 (%)     

 タンパク質  0.173 0.414   -0.410* -0.117 

 脂質  0.077   0.458* -0.179  0.142 
 炭水化物 -0.086  -0.473*  0.205  0.042 
*P < 0.05         
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日　　　時： 2024年6月7～8日

会　　　場：エバリーホテル （P u t r aj ay a）

大　会　長： P r o f e s s o r  D r . S u b ap r i y a S u p p i ah ,  D e p ar t m e nt  o f  R ad i o lo g y ,  F acu lt y  o f  M e d i ci ne  and  H e alt h  
S ci e nce s ,  U ni v e r s i t i  P u t r a M alay s i a.

開 催 形 式：ハイブリッド （会場発表 + インターネット）

プログラム：5シンポジウム17演題、2ワークショップ、優秀発表6題、ポスター27題

Website： B r ai nC o nne ct s  /  N S N C  2024

出　席　者：会場60名、オンライン100名

参　加　国： 10カ国 （マレーシア、日本、フィリピン、ベトナム、シンガポール、インドネシア、　
インド、米国、韓国、オーストラリア）

環太平洋地域において脳研究者の連携を推進するBrainConnects	の2024年度研究会はマレー
シアで新規に結成されたMalaysian	Society	of	Neurocognitive	Clinical	and	Behavioural	 Imaging	
（NeuroCoB	Society）と合同企画の形でプトラ大学（Putrajaya市）のSubapriya	Suppiah敎授を大会長
として開催致しました。プトラ大学医学部はマレーシアの主要5大学の一つで、唯一イメージング
研究センターを有する施設です。

本大会では脳機能計測法の先端技術（fMRI、脳波、AI画像解析、tDCT）についてBrainConnectsが教育講演を担当

致し、脳とこころの研究センターからはE バガリナオ准教授が脳機能計測へのAI解析について講義を行いました。

なお、第12回目となるBrainConnects 2025は10月にフィリピンのマニラで開催の予定です。

BrainConnects事務局：一般社団法人　神経情報画像研究所　代表　中井　敏晴

4.  BrainConnects 2024の開催について
テーマ： Neuroscience and Imaging in the Era of Artificial Intelligence - 

Exploring the Brain and Beyond
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勝野センター長から研究活動報告

日　時： 令和7年1月22日（水）　13時30分～15時30分
会　場：オンライン会議 （Microsoft Teams）

はじめに、勝野脳とこころの研究センター長、
木村医学系研究科長および門松副総長から、開
会に当たって挨拶があった後、連携機関出席者
から、自己紹介がありました。

続いて、勝野センター長から、本センターに
おける1年間の研究活動等の進捗状況と今後の
本センターの展望について説明があり、その後、
出席した連携機関から、各機関における現在の
活動や各機関との連携の状況について報告がな
されました。また、連携機関の若手研究者が中
心となって運営・実施する「拡大ワークショッ
プ」について､ 今年度主幹機関の藤田医科大学
から説明がありました。

最後に、勝野センター長から、連携会議参加
への謝辞と、今後も各機関との連携をさらに強
化していきたいとの抱負が述べられ、閉会いた
しました。

■ 研究推進のための連携に関する会議　出席者
所　属 氏　名

国立長寿医療研究センター　研究所 中村　昭範
自然科学研究機構　生理学研究所 鍋倉　淳一
静岡てんかん・神経医療センター 川口　典彦
愛知県医療療育総合センター　発達障害研究所 永田　浩一
愛知医科大学　医学部 中楚友一朗
藤田医科大学　医学部 外山　　宏
藤田医科大学　医学部 渡辺　宏久
名古屋市立大学　大学院医学研究科 飛田　秀樹
名城大学　薬学部 野田　幸裕
中部大学　生命健康科学部 野田　明子
豊田中央研究所 山田　大介
名古屋大学　副総長 門松　健治
名古屋大学　大学院医学系研究科 木村　　宏
名古屋大学　脳とこころの研究センター

（大学院医学系研究科） 勝野　雅央

名古屋大学　脳とこころの研究センター
（大学院医学系研究科） 齋藤　竜太

名古屋大学　脳とこころの研究センター
（大学院医学系研究科） 寳珠山　稔

名古屋大学　脳とこころの研究センター 飯高　哲也
名古屋大学　脳とこころの研究センター

（大学院医学系研究科） 尾崎　紀夫

名古屋大学　脳とこころの研究センター
（大学院医学系研究科） 梅垣　宏行

名古屋大学　脳とこころの研究センター
（大学院医学系研究科） 池田　匡志

名古屋大学　脳とこころの研究センター 小山　修司
名古屋大学　脳とこころの研究センター

（糖鎖生命コア研究所） 佐藤ちひろ

名古屋大学　脳とこころの研究センター
（創薬科学研究科） 小坂田文隆

名古屋大学　脳とこころの研究センター
（大学院医学系研究科） バガリナオ・E

名古屋大学　脳とこころの研究センター 森　　大輔
名古屋大学　脳とこころの研究センター

（医学部附属病院） 石﨑　友崇

名古屋大学　脳とこころの研究センター 小倉　　礼

5.  第11回研究推進のための連携に関する会議
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